









































































































り歌える j （明治43年）の中で、 「私は常に思っている、人生は旅である。我等は、忽然として無窮のおくに往ってしまう。」という言葉がある。同様に、徳富麗花は『思出の記』
（明治33-4年）で、 「人生の旅にも、ある山角を一歩曲がると、たちまち見なれぬ新山川
が埋伏よりおどりいでて眼下に展開するに会うことがあるJ と書いて、名言になった。日






























































































































































































































































































佐藤忠男 1995 『日本映画300j 朝日新聞社
Donald Richie 1990 rJapanese Cinema -An IntroductionJ Oxford University Press 
宮本政於 1993 『在日日本人j 官ieJapan Times 
加藤秀俊 1978 『食の社会学J 文芸春秋
加藤秀俊／多国道太郎 1978 『食の文化J 講談社
伊東俊太郎編 1995 f 日本人の自然観』 河出書房新社
The Japan Times 6、 July、 1996
桜井哲夫 1985 『ことばを失った若者たちJ 講談社
高橋繁行 1991 f ドキュメント現代お葬式事情J 立風書房刊
今泉信人／南博文編 1991 f人生同期の中の青年心理学』 北大路書房
千石保／鐘ケ江晴彦／佐藤郡衛 1987 f 日本の中学生j 日本放送出版協会
原水爆禁止日本協議会編 1971 f炎の中を生きてj 日本青年出版社
ハU
